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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】好酸球性食道炎(eosinophilic esophagitis, EoE)は、食物のつまり感や嚥下困難を主症状
とし、食道上皮内に高視野 15 個以上好酸球浸潤を認める慢性アレルギー疾患である。EoE と類似し
た疾患にプロトンポンプ阻害薬反応性食道好酸球浸潤 (proton pump inhibitor-responsive 
esophageal eosinophilia, PPI-REE)があるが、病態の違いについては議論が多い。最近、thymic 
stromal lymphopoietin (TSLP)による好塩基球応答が EoEに重要であることが示された。本研究では、
EoE、PPI-REE、胃食道逆流症を対象に、食道上皮内の好塩基球浸潤の程度について検討した。 
【対象】EoE 12名、PPI-REE 10名、胃食道逆流症 10名、コントロール 10名である。 
【方法】食道生検組織を用いて、好塩基球特異的抗体 BB-1、抗トリプターゼ抗体にて免疫組織染色
を行い、高視野あたりの陽性細胞数を比較した。TSLPと BB-1 の二重染色を行った。EoE 症例はステ
ロイド嚥下療法前後での好塩基球数を比較した。 
【結果】EoEと PPI-REEでは、症状、内視鏡所見、上皮内好酸球数は有意差を認めなかった。EoEと
PPI-REEでは、胃食道逆流症やコントロールに比較して、食道上皮内の好塩基球と肥満細胞浸潤は有
意に高かった。EoEは PPI-REEと比べると、好塩基球の浸潤は高値であったが(3.6 ± 2.8 versus 1.2 
± 0.9, p=0.02)、肥満細胞浸潤は有意差を認めなかった。EoE症例では BB-1陽性細胞が浸潤してい
る上皮に TSLPは陽性反応を示した。ステロイド投与により有意に好塩基球浸潤は減少した。 
【結論】好塩基球は EoEの病態に重要な役割を果たしていることが示唆された。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 好酸球性食道炎(eosinophilic esophagitis, EoE)は、食物のつまり感や嚥下困難を主症状とし、食道
上皮内に高視野 15 個以上好酸球浸潤を認める慢性アレルギー疾患である。EoE と類似した疾患にプ
ロトンポンプ阻害薬反応性食道好酸球浸潤 (proton pump inhibitor-responsive esophageal 
eosinophilia, PPI-REE)があるが、病態の違いについては議論が多い。最近、 thymic stromal 
lymphopoietin (TSLP)による好塩基球応答が EoE に重要であることが示された。本研究は、EoE、
PPI-REE、胃食道逆流症を対象に、食道上皮内の好塩基球浸潤の程度について検討したものである。 
 対象は EoE 12 名、PPI-REE 10 名、胃食道逆流症 10 名、コントロール 10 名である。方法は、食
道生検組織を用いて、好塩基球特異的抗体 BB-1、抗トリプターゼ抗体にて免疫組織染色を行い、高
視野あたりの陽性細胞数を比較した。TSLP と BB-1 の二重染色を行った。EoE 症例はステロイド嚥
下療法前後での好塩基球数を比較した。 
 その結果、EoE と PPI-REE では、症状、内視鏡所見、上皮内好酸球数は有意差を認めなかった。
EoE と PPI-REE では、胃食道逆流症やコントロールに比較して、食道上皮内の好塩基球と肥満細胞
浸潤は有意に高かった。EoE は PPI-REE と比べると、好塩基球の浸潤は高値であったが(3.6 ± 2.8 
versus 1.2 ± 0.9, p=0.02)、肥満細胞浸潤は有意差を認めなかった。EoE 症例では BB-1 陽性細胞が
浸潤している上皮に TSLP は陽性反応を示した。ステロイド投与により有意に好塩基球浸潤は減少し
た。 
 以上のことから、好塩基球は EoE の病態に重要な役割を果たしていることが示唆された。 
 この成績は、EoE の新たな病態を明らかにしたものであり、著者は博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
